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本
年
度
四
月
一
日
付
に
て
、

防
府
市
文
化
協
会
会
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
、
山
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
任
の
岡
本
会
長
様
に
依
る
長
年
に
亘
る
誠
実

な
る
ご
活
動
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

戦
後
、
経
済
高
度
成
長
時
期
と
共
に
、
全
国
的

に
文
化
芸
術
活
動
も
盛
況
に
動
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
十
数
年
前
か
ら
厳
し
い
活
動
を
迫
ら
れ
、
大

き
な
節
目
の
時
期
を
向
か
え
て
お
り
ま
す
。

　

若
い
世
代
へ
の
文
化
芸
術
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
縮

小
や
、
人
口
減
少
、
定
年
時
期
延
長
等
、
我
々
の

文
化
芸
術
活
動
に
と
っ
て
の
逆
風
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

幸
い
、
防
府
市
の
池
田
市
長
様
に
依
る
文
化
芸

術
活
動
へ
の
温
か
い
ご
理
解
、ご
支
援
に
恵
ま
れ
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
、
様
々
な
対
策
に
依
り
、
何

と
か
前
向
き
な
活
動
を
進
め
る
事
が
出
来
て
お
り

ま
す
。
是
非
と
も
、
会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理

解
、
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
七
年
六
月
二
十
九
日
（
日
）
十
三
時
か
ら
、

令
和
七
年
一
月
に
開
庁
し
た
新
庁
舎
の
防
府
市
役

所
八
階
防
府
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
初
め
て
総

会
並
び
に
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
池
田
豊
防

府
市
長
様
、
江
山
稔
教
育
長
様
、
防
府
商
工
会
議

所
専
務
理
事
松
田
和
彦
様
、
防
府
市
文
化
振
興
財

団
会
長
上
野
清
様
を
お
招
き
し
、
は
じ
め
に
、
祝

儀
舞
や
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
歌

声
が
披
露
さ
れ
た
後
、
岡
本
会
長
の
挨
拶
、
池
田

防
府
市
長
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
、
無
事
終
了
。

最
後
に
、
華
浦
音
頭
が
披
露
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち

終
了
し
ま
し
た
。

防
府
市
文
化
協
会

　
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

�

防
府
市
文
化
協
会　
　
　
　

�

会
長　

山
田
　
史
生

令和７年度 総会並びに
　　　　　 　　　表彰式

令和７年６月 29日（日）13：00 ～
防府市役所８階防府市文化センター

岡本会長あいさつ

ふるさとコール合唱披露

防府市長池田豊様よりご祝辞

総会議事の様子
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令
和
六
年
度　

市
民
文
芸
表
彰
者

◎ 
川
柳
の
部

　

○
年
度
賞�

鈴
屋　
　
　

藤
井　

節
子

�

佐
波　
　
　

磯
部　

佳
子

�

自
由
ヶ
丘　

戸
田　

柾
子

�
富
海　
　
　

重
宗　

隆
治

�
迫
戸
町　
　

寺
畑　

末
雄

◎ 

俳
句
の
部

　

○
年
度
賞�

田
島　
　
　

金
内　

憲
一

�

華
園
町　
　

森
田　

今
子

�

台
道　
　
　

河
野　

怜
子

�

国
衙　
　
　

山
村
さ
だ
子

�

自
由
ヶ
丘　

山
本　

隆
子

◎ 

短
歌
の
部

　

○
年
度
賞�

江
泊　
　
　

山
口　

正
子

�

大
道　
　
　

川
本　

禮
子

�

自
力
町　
　

河
野
美
津
子

�

石
が
口　
　

松
永
美
千
代

�

奈
美　
　
　

河
野　

敬
子

◎ 

自
由
律
俳
句

　

○
年
度
賞�

天
神　
　
　

戝
間
由
美
子

�

伊
佐
江　
　

田
中　

律
子

�

田
島　
　
　

吉
野　

俊
夫

�

岸
津　
　
　

岡
村　

裕
司

�

江
泊　
　
　

権
代　

祥
一

　

防
府
市
美
術
展
の
実
施
運
営
方
法
に
関
し
ま
し
て

は
、
数
年
前
よ
り
、
諸
対
策
を
実
施
致
し
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
懸
案
の
出
品
数
が
回
復
し
、
作
品
内

容
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す

が
、
出
品
者
世
代
の
会
社
定
年
の
延
長
や
活
動
主
体
で

あ
る
ベ
テ
ラ
ン
会
員
さ
ん
の
リ
タ
イ
ア
ー
が
続
い
て
お

り
、
先
が
見
え
な
い
状
況
で
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
前
年
踏
襲
で
は
な
く
、
又
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
頼
ら
ず
、
新
し
い
考
え
方
、
運
営
方
法
を
模
索
、

実
行
す
る
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

〈
隣
国
、
韓
国
の
文
化
芸
術
部
門
に
対
す
る
施
策
、
運

営
が
参
考
に
な
り
ま
す
〉

　

本
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
、市
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
、

素
晴
ら
し
い
作
品
を
制
作
さ
れ

る
作
家
作
品
の
招
待
展
示
や
、

出
品
数
制
限
撤
廃
や
、
高
校
生

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
、
今
以
上

に
、
様
々
な
対
策
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
九
年
春
に
教
職
を
定
年
退
職
し
た
私
は
、
そ
の
後
十
二
年
間

は
、山
口
県
の
生
涯
学
習
推
進
の
仕
事
で
山
口
県
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

へ
（
六
年
間
）、
そ
し
て
山
口
県
立
大
学
へ
（
六
年
間
）、
毎
日
、
通

い
ま
し
た
の
で
、
防
府
市
内
に
落
ち
着
い
た
時
に
は
、
七
十
二
歳
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
に
は
、「
も
う
、
防
府
に
は
、
あ
ま
り
知
っ
た
人
も
居
な

い
だ
ろ
う
し
…
」
と
、
少
々
内
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、

と
ん
だ
思
い
違
い
で
、
防
府
高
校
在
職
中
の
教
え
子
の
皆
さ
ん
は
、

立
派
に
な
っ
て
、
活
躍
し
て
い
て
、
ま
た
、
同
じ
頃
に
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
も
、
お
元
気
で
…
そ
ん
な
中
で
、
私
も
、

し
ょ
ぼ
ん
と
せ
ず
に
元
気
で
「
防
府
野
村
望
東
尼
会
」
の
会
長
を
務

め
な
が
ら
、
平
成
二
十
九
年
か
ら
、
当
協
会
の
会
長
を
勤
め
さ
せ
て

頂
き
、
最
高
の
八
十
歳
代
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

途
中
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」
で
大
変
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
流

石
で
す
ね
。
こ
の
間
に
は
、
各
団
体
で
工
夫
し
て
活
動
に
取
り
組
み
、

何
時
の
間
に
か
、
活
動
を
前
進
さ
せ
て
お
ら
れ
た
…
、
こ
ん
な
当
会

の
会
員
の
皆
様
の
御
姿
に
接
し
て
、「
こ
れ
な
ら
行
け
る
！
防
府
市
を

真
の
〝
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
〟
と
し
て
、
必
ず
、
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
る
」
と
、
私
は
、
心
底
か
ら
う
な
づ
き
、
大
変
嬉
し
い
気
持

に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
に
は
、
生
涯
現
役
で
、
楽
し
く
お
過
ご
し
下
さ
い
。

私
も
そ
う
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
府
市
美
術
展
の
今
後
に
つ
い
て

�

防
府
市
美
術
連
盟　
　
　
　
　
　
　

�

会
長　

山
田
　
史
生

�

　

岡
本
　
早
智
子

心
豊
か
に
過
ご
せ
た
九
年
間
に
感
謝
し

　
当
会
の
益
々
の
前
進
・
発
展
を
祈
念
し
ま
す
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令
和
七
年
度　

防
府
市
文
化
振
興
奨
励
賞（
個
人
の
部
）

生
活
文
化
（
華
道
）

渡
辺
　
恵
津
子
　
　

　

華
道
家
元
池
坊
の
引
立
教
授
者
と
し
て
永
年
活
動
し
て
い
る
。

　

平
成
16
年
～
22
年
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
で
の
指
導
、
平
成
15
年

～
30
年
阿
弥
陀
寺
に
お
い
て
花
供
養
あ
じ
さ
い
会
の
会
員
と
し
て
、

山
口
短
大
の
学
生
、
誠
英
高
校
の
生
徒
、
牟
礼
幼
稚
園
・
保
育
園
の

園
児
の
指
導
を
行
い
、
市
の
観
光
行
事
で
あ
る
「
あ
じ
さ
い
祭
り
」

を
盛
り
上
げ
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
い
け
ば
な
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
と
し
て
、
平
成
16

年
～
新
田
小
学
校
、
平
成
23
年
～
29
年
勝
間
小
学
校
、
令
和
2
年
～

牟
礼
小
学
校
、
令
和
4
年
～
右
田
小
学
校
で
華
道
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
。

　

防
府
市
文
化
協
会
主
催
で
あ
る
「
防
府
市
民
文
化
祭 

華
道
展
」
の

池
坊
の
ま
と
め
役
と
し
て
任
務
し
て
い
る
。

�

推
薦
団
体
：
華
道
家
元
池
坊
防
府
支
部

美
術
（
写
真
）

坂
井
　
　
譲
　
　

　

1
9
6
7
年
頃
か
ら
素
朴
な
自
然
風
景
を
中
心
に
約
57
年
撮
影
し

続
け
て
い
る
。

　

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
山
口
支
部
に
入
会
し
て
30
数
年
経

過
。

　

受
賞
歴
は
、
市
美
展
グ
ラ
ン
プ
リ
、
山
口
県
美
術
展
入
選
、
二
科

会
写
真
部
本
展
入
選
14
回
、
日
本
光
画
会
入
賞
等
9
回
、
読
売
新
聞

写
真
大
賞
年
間
賞
3
席
。

　

2
0
1
0
年
日
韓
親
善
協
会
に
入
会
、
春
川
市
と
の
芸
術
交
流
展

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　

2
0
1
5
年
に
防
府
市
美
術
連
盟
に
入
会
さ
れ
て
か
ら
は
、
出
品

者
の
拡
充
や
P
R
活
動
、
毎
月
1
回
写
真
愛
好
家
に
写
真
技
術
の
向

上
な
ど
の
育
成
活
動
を
行
い
14
年
が
経
過
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ス

ピ
ラ
ー
ト
主
催
の
写
真
展
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
写
真
公
募
の
審

査
及
び
講
評
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
府
市
美
術
写
真
部
門
の
優
秀
作
家
で
あ
り
、
技
術
部
門
指
導
者

と
し
て
多
く
の
仲
間
や
後
輩
を
育
成
さ
れ
て
お
り
、
防
府
市
文
化
協

会
主
催
で
あ
る
「
防
府
市
美
術
展
」
に
お
い
て
は
市
美
展
実
行
委
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
か
ら
美
術
連
盟
を
あ
げ
て
推
薦
致
し
ま
す
。

�

推
薦
団
体
：
防
府
市
美
術
連
盟

音
楽

西
村
　
洋
一
　
　

　

1
9
7
0
年
代
「
鐘
紡
」「
協
和
発
酵
」
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
を

指
導
、
ま
た
宇
部
短
期
大
学
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
を
20
年
以
上
に

わ
た
り
指
導
。
1
9
9
9
年
よ
り
防
府
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
有
志
と
共
に
創
立
。

　

そ
の
後
2
0
1
7
年
ま
で
代
表
と
し
て
ク
ラ
ブ
を
牽
引
、
現
在
も

顧
問
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。
創
立
以
来
、
毎
年
秋
に
開
催
し

て
い
る
定
期
演
奏
会
で
は
長
く
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
、
演

奏
レ
ベ
ル
の
向
上
に
寄
与
し
た
。
2
0
1
3
年
よ
り
県
内
の
社
会
人

及
び
大
学
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
で
構
成
す
る
「
山
口
県
マ
ン
ド
リ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
立
ち
上
げ
、
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
を
会
場
と
し

て
隔
年
で
開
催
し
て
い
る
。

　

防
府
市
文
化
協
会
主
催
で
あ
る
「
市
民
音
楽
祭
」
に
お
い
て
は
コ

ロ
ナ
禍
前
の
令
和
2
年
ま
で
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、「
音
楽
の
街 

防
府
」
の
一
翼
を
担
う
ま
で
に
な
っ
た
防
府
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
立
ち
上
げ
、
育
て
上
げ
た
功
績
に
よ
り
推
薦
い
た

し
ま
す
。

�

推
薦
団
体
：
防
府
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

美
術
（
書
道
）

金
重
　
紅
園
　
　

　

毎
日
書
道
展
会
員
、
毎
日
女
流
書
展
運
営
委
員
、
九
州
創
玄
理
事
、

書
道
研
究
玄
游
会
参
事
、
防
府
市
美
術
連
盟
理
事
、
防
府
市
書
道
連

盟
元
総
務
部
長
、
誠
英
高
等
学
校
元
非
常
勤
講
師
、
Y
I
C
中
央
学

院
周
南
校
元
非
常
勤
講
師
、
指
導
歴
50
年
（
茜
雲
書
道
会
）。

　

平
成
14
年
～
平
成
30
年　

茜
雲
会
書
作
展
（
於
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
）、

平
成
30
年 

金
重
紅
園
と
そ
の
仲
間
た
ち
（
於
萩
市
渡
辺
蒿
蔵
旧
宅
）、

令
和
5
年
書
展

－

結

－

（
於
萩
市
明
倫
学
舎
）
平
成
12
年
第
10
回
・

平
成
18
年
第
16
回
（
日
韓
親
善
文
化
交
流
展
で
春
川
へ
）、
平
成
11
年

防
府
市
美
術
展
大
賞
、
平
成
18
年
・
23
年
美
術
連
盟
大
賞
、
令
和
6

年
文
化
協
会
長
賞
。

　

半
世
紀
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
書
道
文
化
の
啓
蒙
・
向
上
・
発

展
に
地
道
な
努
力
を
続
け
て
そ
の
裾
野
は
防
府
の
み
な
ら
ず
山
陰
・

萩
方
面
に
も
精
力
的
に
輪
を
広
げ
数
多
く
の
優
れ
た
門
弟
、
愛
好
家

を
育
て
た
。
ま
た
「
茜
雲
会
」
を
主
宰
し
て
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
年
次

15
回
の
社
中
展
を
開
催
。
防
府
書
道
連
盟
発
足
時
に
は
総
務
部
長
と

し
て
活
動
を
支
え
た
。
防
府
市
民
文
化
祭 

防
府
市
美
術
展
に
お
い
て

も
毎
年
積
極
的
に
応
募
さ
れ
て
お
り
、
50
年
の
節
目
に
あ
た
り
今
日

ま
で
の
「
書
家 

金
重
紅
園
」
を
顧
み
て
こ
こ
に
推
薦
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

�

推
薦
団
体
：
大
濤
書
道
会

生
活
文
化
（
茶
道
）

伊
藤
　
正
子
　
　

　

昭
和
39
年
山
口
大
学
入
学
と
同
時
に
山
大
茶
道
部
に
入
部
、
以
来

60
年
余
り
京
都
裏
千
家
に
て
春
夏
秋
冬
4
回
の
研
修
に
参
加
。
講
師
、

助
教
授
を
経
て
現
在
教
授
と
し
て
活
躍
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
や
は
ず
園
）
に
て
、
10
年
間
抹
茶
奉
仕
、

防
府
市
民
文
化
祭
参
加
指
導
、
天
満
宮
行
事
月
次
茶
会
の
奉
仕
、
華

月
会
（
英
雲
荘
）
月
釜
の
茶
席
担
当
、
防
府
高
校
茶
道
部
の
指
導
に

あ
た
っ
て
い
る
。

　

学
校
茶
道
に
お
い
て
は
、
生
徒
を
積
極
的
に
お
茶
会
に
参
加
さ
せ
、

豊
富
な
知
識
（
お
道
具
も
）
を
惜
し
げ
も
な
く
わ
か
り
や
す
く
教
え

ら
れ
、
茶
道
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
府
市
文
化
協
会
主
催
で
あ
る
「
防
府
市
民
茶
会
席
」
で
は
、
積

極
的
に
参
加
さ
れ
会
を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

�

推
薦
団
体
：
防
府
茶
道
連
盟

歴
史

土
井
　
多
惠
子
　
　

　

平
成
24
年
頃
か
ら
当
会
に
加
入
し
、
そ
の
後
、
理
事
と
な
ら
れ
総

務
部
長
を
平
成
30
年
度
か
ら
今
日
ま
で
副
会
長
と
し
て
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

常
に
当
会
の
活
動
の
調
整
と
推
進
の
役
を
果
た
し
、
外
に
は
当
会

の
活
動
を
広
め
、
会
員
を
増
や
す
こ
と
に
余
念
が
な
く
、
当
会
の
活

動
へ
の
貢
献
度
は
大
変
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

当
会
で
最
も
重
視
し
て
い
る
望
東
尼
の
顕
彰
に
つ
い
て
は
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
3
／
6
～

3
／
10
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
特
別
展
と
し
て
「
野
村
望
東
尼

真　

筆
展
」
を
開
催
し
、
運
営
に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
を
強
く
願
い
こ
こ
に
推
薦
い
た
し
ま
す
。

�

推
薦
団
体
：
防
府
野
村
望
東
尼
会
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十
二
月
三
日
（
水
）
～
七
日
（
日
）
ま
で
、
防
府
市

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
二
階
展
示
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
文
化
協
会
主
催
の
防
府
市
美
術
展
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
又
、
同
時
開
催
と
し
て
一
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
防
府
市
教
育
美
術
展
、
更
に
市
民

ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
絵
画
教
室
の
お
子
様
展
・
国

府
中
学
校
美
術
部
Ｏ
Ｂ
展
・
キ
ッ
ズ
展
・
防
府
市
内
中

学
校
美
術
部
作
品
を
展
示
致
し
ま
し
た
。

　

防
府
市
美
術
展
に
関
し
ま
し
て
は
、
本
年
度
も
七
部

門
よ
り
多
く
の
力
作
が
集
ま
り
、
大
変
ご
好
評
を
頂
き

ま
し
た
。
新
し
い
試
み
と
し
て
は
市
内
で
絵
画
指
導
活

動
を
さ
れ
て
お
り
、
中
央
画
壇
で
も
ご
活
躍
の
三
名
の

絵
画
作
家
の
先
生
に
よ
る
招
待
作
家
展
示
及
び
、
若
手

藝
術
作
家
の
応
援
活
動
と
し
て
、
市
内
で
活
動
さ
れ
て

い
る
版
画
作
家
に
よ
る
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。
中
央
画
壇
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
方

の
作
品
も
拝
見
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

防
府
市
民
や
近
隣
の
方
々
に
お
越
し
願
い
ま
し
た
。
今

後
も
防
府
市
内
で
は
な
か
な
か
拝
見
で
き
な
い
作
品
の

展
示
や
、
若
手
作
家
の
応
援
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
昨
年
に
引
き
続
き
防
府
市
美
術
展
に
関
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
多
く
の
回
答
を
頂
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
満
足
・
ほ
ぼ

満
足
・
と
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
ま
だ
も
っ
と
沢
山
の
作
品
を
観
た
い
等
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
て
お
り
、
次
回
の
美
術
展
に
活
か
し
て
い

く
た
め
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
防
府
市
の
芸
術
発
信
及
び
身
近
な
発
表
の
場

と
し
て
、
更
に
盛
り
上
が
る
運
営
を
継
続
致
し
ま
す
の

で
、
皆
様
に
お
い
て
も
是
非
気
軽
な
（
趣
味
で
始
め
た

等
）
出
品
で
の
参
加
及
び
、
ご
高
覧
と
し
て
の
参
加
を

会
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
短
歌
大
会
は
会
の
一
番
の
重
要
行
事
で
す
。
十

月
の
第
一
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
昨
年
か
ら
は
市
役
所
八

階
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
短
歌
愛
好
者
が
、
思
い
を
五
七
五
七
七
に
込

め
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
今
年
度
一
般
の
部
、
児
童
生

徒
の
部
合
わ
せ
て
六
七
二
首
に
も
な
り
ま
し
た
。
大
会

で
は
ご
来
賓
を
お
招
き
し
、
優
秀
作
品
の
表
彰
や
作
品

の
批
評
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
優
秀
作
品
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
の
部

（
市
長
賞
）

　

籾
殻
に
抱
か
れ
て
届
く
サ
ツ
マ
イ
モ

�

二
人
居
案
じ
る
メ
モ
も
置
か
れ
て　

（
市
議
会
議
長
賞
）

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
食
べ
た
い　

夏
バ
テ
を

�

奮
い
立
た
せ
る
魔
法
の
言
葉　

児
童
生
徒
の
部

（
教
育
長
賞
）

　

真
正
面
迫
る
太
陽
押
し
戻
せ

�

日
傘
を
盾
に
進
む
あ
ぜ
道　

（
文
化
協
会
会
長
賞
）

　

君
の
こ
と
気
付
け
ば
い
つ
も
見
て
し
ま
う

　

�

目
が
合
う
そ
ら
す
心
が
お
ど
る　

　

そ
れ
か
ら
、
二
月
に
は
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
１
Ｆ
地
形
模

型
の
部
屋
で
二
月
い
っ
ぱ
い
市
民
短
歌
大
会
の
作
品
を

含
め
市
民
の
優
秀
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
防
府
高

校
書
道
部
の
生
徒
さ
ん
の
迫
力
あ
る
書
に
よ
り
更
に
感

動
を
覚
え
る
展
示
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
に
も

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

短
歌
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
方
が
増
え

る
よ
う
に
会
員
一
同
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
七
年
度　

防
府
市
文
化
振
興
大
賞

生
活
文
化
（
華
道
）

防
府
市
華
道
連
盟
　
　
　

代
表
　
田
中
　
竹
陽
　
　

　

華
道
連
盟
は
現
在
5
流
派
（
池
坊
・
小
原
流
・
二
葉
流
・
草
月
流
・
専

正
池
坊
）
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
54
年
度
に
当
時
の
「
防
府
の
文

化
を
高
め
る
会
」
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
今
日
ま
で
、

当
会
所
属
団
体
の
中
で
最
も
組
織
的
に
整
然
と
し
て
、
次
々
に
新
し
い
活

動
へ
と
進
ん
で
お
ら
れ
、
華
道
を
通
し
て
の
諸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
積
極

的
で
す
。

　

中
で
も
学
校
華
道
、
子
ど
も
教
室
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
こ
の

度
の
「
中
学
生
の
部
活
動
の
地
域
化
」
に
対
し
て
も
、
最
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
姿
勢
が
見
え
ま
す
。

　

毎
年
11
月
の
市
民
文
化
祭
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
花
展
。
ま
た
英
雲

荘
が
改
装
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
玄
関
・
床
間
を
交
替
し
て
飾
っ
て
い

ま
す
。
華
道
も
無
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
様
な
時
宜
を
得

た
活
動
の
益
々
の
発
展
に
向
け
て
、
是
非
こ
の
度
の
大
賞
を
と
推
薦
い
た
し

ま
す
。

�

推
薦
：
防
府
市
文
化
協
会

（
防
府
市
文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞
後
、
当
協
会
と
か
か
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
、
更
に
活
動
の
発
展
が
顕

著
な
団
体
に
贈
る
賞
）

音
楽

防
府
音
楽
連
盟
　
　
　
　
　

会
長
　
石
川
　
　
功
　
　

　
「
音
楽
を
自
分
た
ち
自
身
で
体
験
し
理
解
し
よ
う
。
そ
し
て
市
内
の
音

楽
グ
ル
ー
プ
の
結
束
を
図
り
、
音
楽
活
動
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
一
助
と

な
ろ
う
。」
と
い
う
連
盟
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
活
動
し
、
昭
和
51
年
度

に
当
時
の
「
防
府
の
文
化
を
高
め
る
会
」
か
ら
防
府
市
文
化
奨
励
賞
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
防
府
市
文
化
協
会
主
催
の
「
市
民
音
楽
祭
」
文
化
振
興
財
団
主

催
の
「
フ
ェ
ス
タ
・
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
」
の
実
行
委
員
、
実
行
委
員
長
と
し

て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た「
二
輪
の
さ
く
ら
祭
り
」「
天
神
ジ
ャ
ズ
・

ラ
イ
ブ
」「
絵
唱
会
コ
ラ
ボ
コ
ン
サ
ー
ト
」「
能
章
会
昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー

ト
」
な
ど
様
々
な
地
域
行
事
に
参
加
し
、
市
内
外
で
活
動
す
る
音
楽
団
体

と
の
輪
を
拡
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
今
日
ま
で
の
50
年
間
の
活
動
は
、
当
会
の
基
本
理
念
を
貫

い
て
常
に
当
団
体
が
中
核
と
な
り
、
市
内
の
様
々
な
音
楽
グ
ル
ー
プ
を
つ

な
ぎ
、
応
援
し
、
育
て
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
は
、
今
や
他
市
町

民
か
ら
〝
音
楽
の
ま
ち
防
府
〟
と
呼
ば
れ
る
程
に
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と

か
ら
、
是
非
、
こ
の
度
の
大
賞
に
と
推
薦
い
た
し
ま
す
。

�

推
薦
：
防
府
市
文
化
協
会

第
七
十
四
回
　
防
府
市
美
術
展
に
つ
い
て

�

防
府
市
美
術
連
盟　

副
会
長　

石
川
　
近
利

�

防
府
市
民
短
歌
会　

羽
仁
　
和
子

防
府
市
民
短
歌
大
会
に
つ
い
て

－ 4 －



　

昨
年
の
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
六
団
体
で
の
開
催

に
も
関
わ
ら
ず
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
タ
メ
が
普
及
し
続
け
る
昨
今
、
私
共

の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
広
め
て
い
く
べ
き
か
模
索
す
る

日
々
で
す
が
、
全
出
演
者
の
情
熱
と
成
長
が
肌
で
感
じ

ら
れ
、
岡
本
元
会
長
が
お
っ
し
ゃ
る
「
文
化
の
薫
る
防

府
市
」
を
目
指
し
、
こ
の
芸
術
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
噛
み
締
め
ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
長
年
の
同
志
イ
ズ
ミ
バ
レ
エ
さ
ん
が
退
会

さ
れ
寂
し
い
限
り
で
す
が
、
実
績
豊
富
で
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
ア
ヤ
バ
レ
エ
ク

ラ
シ
ッ
ク
さ
ん
の
仲
間
入
り
が
喜
ば
し
く
、
新
風
が
吹

く
期
待
に
胸
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

私
自
身
は
先
日
四
月
五
日
防
府
音
楽
祭
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
フ
ラ
メ
ン
コ
の
共
演
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
ラ
ヴ
ェ

ル
の
ボ
レ
ロ
を
全
編
ソ
ロ
で
踊
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
六
月
は
ス
ペ
イ
ン
へ
、
七
月
は
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
都
内
数
カ
所
で
開
催
の
東
京
フ
ィ

ル
の
オ
ペ
ラ
カ
ル
メ
ン
の
公
演
が
控
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
秋
に
は
、
子
供
時
代
か
ら
続
く

大
切
な
イ
ベ
ン
ト
、「
心
の
故
郷
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
洋
舞

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
が
ま
た

や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
は
十
月
十
八

日
、
初
の
試
み
で
出
演
者
合
同
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
み
ん
な
大
好
き
ジ
ブ
リ
の

曲
で
計
画
中
で
す
。

　

市
制
九
十
周
年
に
華
を
添
え
ら
れ

る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
十
一
月
二
日
第
五
十
六
回
邦
楽
の
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
防
府
邦
楽
舞
踊
連
盟
十
六
の
加
盟
団

体
（
尺
八
二
、
詩
吟
三
、
筝
曲
二
、
能
楽
一
、
舞
踊
六
、

民
謡
二
）
か
ら
今
年
度
は
能
楽
を
除
く
十
五
団
体
の
出

演
に
よ
り
三
友
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
関
係

各
位
を
は
じ
め
傘
下
団
体
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
盛
会
裏
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
が
芸
道
の

向
上
に
向
け
日
々
研
鑽
さ
れ
た
結
果
の
賜
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
邦
楽
舞
踊
は
、
古
来
よ
り
日
本
人

の
生
活
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
本
民
族
固
有
の
芸
術

で
す
。
各
団
体
は
、
会
員
の
減
少
や
益
々
複
雑
・
多
様

化
す
る
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
、
諸
先
輩
の
皆
様
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
、
そ
の
優
雅
に
し
て
洗
練
さ
れ
た

格
調
高
い
芸
を
保
持
し
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
日

夜
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
お
客
様

に
足
を
運
ん
で
頂
く
こ
と
が
出
演
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
邦
楽
舞
踊
連
盟
へ
の
温
か

い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
八
年
十
一
月
八
日
（
日
）
第
五
十
七
回
邦
楽

の
会
を
三
友
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
各
団

体
に
は
大
会
に
向
け
皆
様
方
に

喜
ん
で
ご
来
場
い
た
だ
け
る
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
中
で

す
。
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
け
ま
す
こ
と
を
熱
望
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
六
月
二
十
五
日
に
防

府
音
楽
連
盟
の
会
長
に
任
命
さ
れ
た
後
、「
音
楽
を
自
分

た
ち
自
身
で
体
験
し
理
解
し
よ
う
。
そ
し
て
、
市
内
の

音
楽
グ
ル
ー
プ
の
結
束
を
図
り
、
音
楽
活
動
を
通
じ
て

地
域
文
化
の
一
助
と
な
ろ
う
。」
と
い
う
連
盟
の
基
本
理

念
に
基
づ
き
、
前
連
盟
会
長
に
引
き
続
き
、
防
府
市
民

音
楽
祭
の
実
行
委
員
長
と
し
て
企
画
・
進
行
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
民
音
楽
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
各
実
行
委
員
の
長

年
の
演
奏
活
動
経
験
を
基
に
、
多
種
多
様
な
演
奏
形
態

の
各
出
演
音
楽
団
体
が
、
本
番
で
日
頃
の
練
習
成
果
を

心
置
き
な
く
観
客
の
皆
さ
ん
に
披
露
で
き
ま
す
よ
う
、

文
化
協
会
と
伴
に
企
画
・
運
営
な
ど
時
代
に
沿
っ
た
創

意
工
夫
、
協
議
を
行
い
、
昨
年
度
も
音
楽
祭
で
の
ス
ム
ー

ズ
な
開
催
進
行
、
発
展
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
観
客
数
も
例
年
に
な
く
増
え
た
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
は
出
演
者
が
演
奏
の
合
間
に
観
客
と
な
っ
て
他
の

音
楽
団
体
の
演
奏
を
鑑
賞
し
た
人
数
が
増
え
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
悪

い
こ
と
で
は
な
く
、
実
行
委
員
会
の
望
む
理
想
の
姿
、
市

民
音
楽
祭
が
単
な
る
防
府
市
民
に
向
け
て
の
音
楽
発
表

の
場
だ
け
で
は
な
く
、
会
員
団
体
相
互
、
他
形
態
音
楽

ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
団
体
と
の
交
流
や
連
携
の
場
と
な
っ
て

き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
各
団
体
の
代
表
者
に
は
他
出
演
団
体
の
舞
台

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
お
手
伝
い
や
、
他
団
体
の
演
奏
を
鑑
賞

す
る
場
、
出
演
団
体
相
互
の
交
流
の
場
を
設
け
、
特
に
、

同
じ
く
実
行
委
員
会
で
の
発
案
に
よ
り
、
今
で
は
恒
例

と
な
り
ま
し
た
市
民
音
楽
祭
の
ア
ン
コ
ー
ル
・
ス
テ
ー
ジ

と
も
言
え
る
合
同
演
奏
は
、
客
席
の
皆
さ
ん
を
も
巻
き

込
ん
で
会
場
全
体
が
一
つ
に
な
れ
る
、
他
の
発
表
会
に
は

見
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

　

実
行
委
員
長
と
し
て
は
、
時
間
に
制
限

は
有
る
も
の
の
、
新
規
出
演
希
望
団
体
を

で
き
る
限
り
迎
え
入
れ
、
参
加
さ
れ
た
全

て
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
、
記
憶
に
残
る
音

楽
祭
、
音
楽
活
動
の
発
展
に
こ
れ
か
ら
も

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
文
化
協
会
や
会
員
の
皆
様
に
は
今

後
と
も
引
き
続
き
の
ご
協
力
・
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

洋
舞
の
会
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

�

ス
ペ
イ
ン
舞
踊
家　

谷
　
　
淑
江

�

防
府
邦
楽
舞
踊
連
盟　

小
林
　
範
山

�

防
府
音
楽
連
盟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
　

市
民
音
楽
祭
実
行
委
員
長　

石
川
　
　
功

「
心
の
故
郷
」

第
五
十
六
回
『
邦
楽
の
会
』
を
終
え
て

市
民
音
楽
祭
の
実
行
委
員
長
と
し
て
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今
年
度
、
華
道
連
盟
草
月
流
と
し
て
、
代
表
に
な

り
、
今
ま
で
華
道
で
あ
る
草
月
流
に
携
わ
っ
て
来
ま
し

た
。
昔
か
ら
日
本
の
伝
統
芸
術
、
華
道
、
茶
道
数
々
あ

り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
生
徒
数
も
減
り
魅
力
が
な
い
の

か
な
ぁ
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
文
化
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
見
て

下
さ
る
人
も
減
っ
て
い
き
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
皆
で

考
え
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
良
い
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
で

も
良
い
、
私
達
自
身
の
華
道
（
各
流
で
）
を
、
表
現
し

て
い
け
ば
良
い
の
で
は
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
変

わ
る
年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
皆
で
刺
激
を
受
け
成

長
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
今
年
の
防
府
市
民
文
化
祭
華
道

展
は
、
魅
力
的
な
、
い
け
ば
な
を
よ
り
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
（
各
流
派
）
の
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
が
ひ
と
つ
に
な
り
豊
か
で
多
彩
な
楽
し
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

草
月
流
は
、
原
点
で
あ
る
「
花
は
、
い
け
た
ら
人
に

な
る
」
す
な
わ
ち
「
花
は
心
」

そ
の
思
い
を
草
月
流
は
一
〇
〇

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
心
を
い
け
ば
な

に
よ
っ
て
表
現
し
魅
力
的
な
形

と
な
り
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
防
府
盆
栽
会
は
、
大
道
盆
栽
会
か
ら
改
名
後

三
年
を
経
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
道
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、
毎
月
一
回
実
施
し
て

い
る
定
期
的
な
講
習
会
と
、
春
と
秋
に
行
う
展
示
販
売

会
が
、
活
動
の
主
体
で
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
と
減
少
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、若
い
会
員
が
行
う
積
極
的
な
勧
誘
や
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
の
効
果
な
の

か
、
現
役
世
代
の
人
の
入
会
が
複
数
あ
り
ま
す
。
講
習

会
参
加
へ
の
問
い
合
わ
せ
等
も
増
え
、『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
見
ま

し
た
』
と
女
性
二
名
で
の
講
習
会
参
加
等
も
あ
り
、
環

境
の
変
化
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。顕
著
な
例
と
し
て
、

今
年
中
学
一
年
生
の
入
会
者
が
い
ま
す
。
一
気
に
会
の

平
均
年
齢
が
低
下
し
、そ
の
効
果
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

本
場
埼
玉
県
川
口
市
の
『
川
口
盆
栽
村
』
と
の
協
力

体
制
も
整
い
、
会
の
運
営
に
多
大
な
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、第
五
十
六
回
防
府
市
民
文
化
祭「
盆

栽
展
」
を
昨
年
十
一
月
十
五
日
、
十
六
日
両
日
、
三
友

サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
両
日
と
も
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来

場
を
得
て
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
四
月
十
八
日
、
十
九
日
両

日
、
大
道
公
民
館
で
防
府
盆
栽
会
春
季

展
示
会
を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
の
ご

来
場
を
得
、
特
筆
す
べ
き
は
、
文
化
協

会
会
長
の
来
場
も
い
た
だ
き
、
無
事
終

了
い
た
し
ま
し
た
。
文
化
協
会
様
に
は
、

細
部
に
わ
た
り
多
大
な
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｓ
．
防
府
盆
栽
会
で
は
、
新
規
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓

迎
で
、
親
切
、
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー
に
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
絡
先
は

防
府
盆
栽
会
事
務
局
長　

藤
田　

年

☎
０
９
０

－

８
６
０
５

－

４
８
６
０

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
二
五
年
十
一
月
九
日
第
二
十
八
回
目
の
映
像

サ
ー
ク
ル
作
品
上
映
会
を
、デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
防
府（
防

府
市
創
業
・
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
し
十
二
本
の
作

品
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
ビ
デ
オ
作
品
の
上
映
会
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
と
設
備
が
整
っ
て
、
居
心
地
の
良
い
観
客
席
で
私
た

ち
の
作
品
を
上
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
一
同
大
満
足
で
し
た
。

　

当
日
は
、
文
化
協
会
副
会
長
の
小
林
範
山
様
に
お
越

し
い
た
だ
き
、ご
挨
拶
の
後
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
林
副
会
長
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
〇
〇
人
を
超
え
る
お
客
様
に
、
十
二
本
の

作
品
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

上
映
会
を
開
く
に
あ
た
り
、
毎
年
、
文
化
協
会
の
ご

協
力
を
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
ス
マ
ホ
の
進
化
」

　

最
近
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
お
り
、
ビ

デ
オ
に
関
し
て
は
、
撮
影
し
た
静
止
画
や
動
画
を
、
そ

の
ま
ま
ス
マ
ホ
で
タ
イ
ト
ル
・
音
楽
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
入
れ
て
作
品
が
カ
ン
タ
ン
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
も
無
料
で
か
な
り
の
と
こ
ろ
ま
で
で
き
ま

す
。
私
ど
も
の
サ
ー
ク
ル
で
も
、
ス
マ
ホ
に
よ
る
編
集

の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
の
こ
と
を
ホ
ー
ム
ム
ー

ビ
ー
と
言
い
ま
す
。

　

家
族
の
し
あ
わ
せ
の
時
は
、
私
な
り
に
考
え
て
想
い

出
に
花
を
咲
か
せ
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
思
い
出
」
も
、
記
憶
に
あ
る
も
の
は
薄
れ

て
い
き
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
自
分
な
り
に
「
記
録
が
記
憶
を
呼
び
起

こ
す
」
と
言
う
考
え
方
で
、
家
族
と
共
に
過
ご
し
た
大

切
な
時
間
を
纏
め
て
、
時
折
「
思
い
出
」
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。

「
今
年
の
計
画
」

　

今
年
も
ス
マ
ホ
に
よ
る
勉
強
会
を
開

く
予
定
で
す
。
一
般
の
方
の
参
加
も
歓

迎
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
十
九
回
の
作
品
発
表
会
は
十
一

月
八
日
に
、
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
防
府
で

行
う
計
画
で
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
、
メ
ン
バ
ー
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

防
府
市
華
道
連
盟　

代
表　

原
　
　
翠
旭

「
今
後
の
華
道
展
に
つ
い
て
」

「
防
府
盆
栽
会
の
活
動
に
つ
い
て
」

第
二
十
八
回
ビ
デ
オ
作
品
上
映
会
の
お
礼

�

防
府
盆
栽
会　

会
長　

今
井
　
　
豊

�

防
府
映
像
サ
ー
ク
ル　

会
長　

清
澄
　
邦
夫
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令
和
七
年
の
市
民
文
化
祭
に
西
浦
焼
愛
好
会
を
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
西
浦
焼
愛
好
会
は
西
浦
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
と
し

て
結
成
十
年
、
地
元
の
や
き
も
の
で
あ
る
西
浦
焼
の
歴

史
と
作
品
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う
大
き
な
目
標
を

掲
げ
て
展
示
会
、
説
明
会
等
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
市
民
の
皆
さ
ん
に
十
分
認
識
し
て
頂
け
ず
何
か

良
い
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
案
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
市
民
文
化
祭
へ
の
参
加
を
ご
提
示
い
た
だ
き
会
員

一
同
大
喜
び
し
ま
し
た
。
し
か
も
会
場
が
ア
ス
ピ
ラ
ー

ト
一
階
の
市
民
ス
ペ
ー
ス
と
好
立
地
で
こ
れ
は
期
待
で

き
る
ぞ
と
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
文
化
祭
当
日
、
西
浦
焼
二
十
五
点
と
歴
史
説
明

パ
ネ
ル
を
展
示
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
期
待
ど
お
り
に

二
日
間
で
三
〇
〇
名
余
り
の
方
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お

渡
し
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
嬉
し

か
っ
た
の
は
華
道
展
、
茶
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
西
浦
焼
き
を
ご
存
じ
の
方
が
多
く
、
な
か

に
は
菓
子
鉢
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
そ
の
お
話
を
聞
い
て
興
奮
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

西
浦
焼
は
江
戸
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ
か
ら
、
昭
和
七

年
迄
の
八
十
年
間
、
西
浦
で
作
陶
さ
れ
た
も
の
で
特
に

赤
絵
と
呼
ば
れ
る
鮮
や
か
な
赤
色
の
焼
き
物
が
有
名
で

す
。
こ
の
一
〇
〇
年
以
前
の
焼
き
物
が
現
代
も
な
お
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
い
て
い
る
と

思
う
と
、
私
た
ち
が
作
陶
し
た
の

で
は
な
い
の
に
自
分
た
ち
の
赤
絵

鉢
で
あ
る
よ
う
な
感
覚
に
な
り
涙

が
出
そ
う
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
元
に
愛
さ
れ
て

い
る
西
浦
焼
を
さ
ら
に
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

改
め
て
会
員
一
同
決
意
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
場
で
西

浦
焼
の
歴
史
と
作
品
を
広
め
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

水
彩
画
の
作
品
展
を
年
一
回
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
一
階
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

絵
を
展
示
す
る
時
、
ロ
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
を
使
っ
て
行

い
ま
す
が
、
高
齢
者
に
は
大
変
な
労
力
で
あ
り
、
高
い

と
こ
ろ
の
フ
ッ
ク
に
吊
る
す
の
は
極
め
て
危
険
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
机
が
二
十
あ
り
、
昨
年
か
ら
長

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
イ
ン
テ
リ
ア
イ
ー
ゼ
ル
を
置
い
て
展

示
し
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
簡
単
で
あ
り
、
安
全
で
、

見
栄
え
も
良
く
、
好
評
で
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
展
示

方
法
に
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
、
真
似
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
、
本
団
体
は
水
彩
画
教
室
「
ア

ト
リ
エ
陽
だ
ま
り
・
防
府
教
室
」、
講
師
は
寺
田
晴
美
、

教
室
は
華
浦
公
民
館
で
月
二
回
（
第
一
・
第
三
土
曜
日

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
の
二
時
間
）
行
わ
れ
て
い
る

サ
ー
ク
ル
（
会
員
は
十
三
人
）
で
す
。
現
在
、
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

講
師
の
寺
田
晴
美
先
生
は
山
口
市
在
住
の
プ
ロ
の
画

家
で
、
男
性
で
す
。
名
前
が
晴
美
な
の
で
よ
く
女
性
と

間
違
わ
れ
ま
す
が
、
女
性
の
よ
う
な
優
し
い
花
や
風
景

画
が
主
体
で
す
。
山
口
県
内
に
六
教
室
も
あ
り
、
生
徒

は
約
二
百
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
大
変
や
さ
し
い
指
導
で

人
気
の
先
生
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
い
ち
ど
華
浦
公
民
館
に
見
学
に
来
て
み
て
く

だ
さ
い
。
大
歓
迎
し
ま
す
。

�

（
連
絡
先
☎
２
４

－

９
３
６
９　

寿す
う
ら浦
ま
で
）

　

今
年
も
文
化
祭
お
茶
会
が
令
和
七
年
十
一
月
十
五
日

（
土
）、
十
一
月
十
六
日
（
日
）
の
二
日
間
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

一
日
目
表
流
、
二
日
目
裏
千
家
の
担
当
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
少
し
薄
れ
、
二
日
間
共
当
日
券
が

か
な
り
出
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
裏
方
で
は
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
に
注
意
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

お
抹
茶
が
お
い
し
か
っ
た

と
多
く
の
方
に
言
わ
れ
疲
れ

も
和
ら
ぎ
ま
し
た
。
秋
の
ひ

と
と
き
穏
や
か
な
時
を
少
し

で
も
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た

か
と
思
い
ま
す
。

　

物
価
高
の
折
、
こ
の
お
茶

会
が
今
後
長
く
続
け
ば
い
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

防
府
市
文
化
協
会
の
皆
様

の
ご
協
力
を
感
謝
致
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

西
浦
焼
愛
好
会　

藤
田
　
　
隆

�

ア
ト
リ
エ
陽
だ
ま
り　

代
表　

寿
浦
　
淳
子

�

防
府
茶
道
連
盟　

町
田
　
惠
子

交
流
の
広
が
っ
た
市
民
文
化
祭

「
ア
ト
リ
エ
陽
だ
ま
り
」

「
第
五
十
六
回
防
府
市
民
文
化
祭

�

お
茶
席
に
つ
い
て
」
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府
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司
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長
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建
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長
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幸
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有
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ブ
ヤ
薬
局�

尾
上
志
摩
子

（
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）
羽
嶋
松
翠
園�

羽
嶋　

秀
一

山
陽
建
設
工
業
（
株
）�

塩
田　
　

唯

中
村
被
服
（
株
）�

中
村　

元
彦

大
村
印
刷
株
式
会
社�

板
村　
　

至

（
株
）
西
京
銀
行
防
府
支
店�

濱
生　

真
也

西
日
本
観
光
サ
ー
ビ
ス
（
株
）�

西
村　
　

淳

周
防
運
輸
（
株
）�

渡
邊　

太
一

�

合
計
13
事
業
所

 
〈
文
　
芸
〉　

７
団
体

 

○ �

自
由
律
れ
ん
句　

れ
も
ん

 

○ �

防
府
自
由
律
俳
句
の
会

み
も
ざ

 

○ �

防
府
市
民
文
芸
自
由
律

俳
句
の
会

 

○ �

防
府
市
民
短
歌
会

 

○ �

防
府
市
立
図
書
館
自
由

律
俳
句
講
座

 

○ �

防
府
川
柳
会

 

○ �

青
海
波
俳
句
会
（
せ
い

が
い
は
は
い
く
か
い
）

 

〈
美
　
術
〉　

27
団
体

 

○ �

わ
た
し
の
こ
だ
わ
り
展

 

○ �

書
研
・
風
信
会

 

○ �

７
．５
ｈ
ｚ（
ナ
ナ
ハ
ン
ヘ
ル
ツ
）

 

○ �

絵
手
紙
同
好
会

 

○ �

キ
ャ
ン
バ
ス
夢

 

○ �

ほ
う
ふ
水
彩
画
倶
楽
部

 

○ �

ソ
ウ
ル
の
会

 

○ �

色
え
ん
ぴ
つ
の
な
か
ま

 

○ �

防
府
市
書
道
連
盟

 

○ �

鳩
山
書
院

 

○ �

ス
ケ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
十
色
会

 

○ �

こ
け
も
も
の
会

 

○ �

漣
月
会

 

○ �

ア
ト
リ
エ
陽
だ
ま
り

 

○ �

大
濤
書
道
会

 

○ �

山
口
県
防
府
市
日
韓
親
善
協
会

 

○ �

藍
と
愛
の
会

 

○ �

西
浦
焼
愛
好
会

 

○ �

モ
ダ
ン
ア
ー
ト
女
性
三
人
グ
ル
ー
プ

 

○ �

防
府
市
美
術
連
盟

 

○ �

ア
ト
リ
エ
絆

 

○ �

工
房　

英（
は
な
ぶ
さ
）

 

○ �

グ
ル
ー
プ
源

 

○ �

木
彫
り
教
室

　
「
Ｄ
．
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
」

 

○ �

Ｓ
Ｈ
Ｏ
遊
会
（
し
ょ
ゆ

う
か
い
）

 

○ �

ア
ト
リ
エ　

ネ
ザ
ミ

 

○ �

面
龍
会

 

〈
音
　
楽
〉　

30
団
体

 

○ �

勝
間
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

 

○ �

防
府
マ
ン
ド
リ
ン
ギ

タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

 

○ �

ム
ジ
カ
ダ
カ
メ
ラ
ほ
う
ふ

 

○ �

防
府
ウ
ィ
ン
ド
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー

 
○ �

タ
ー
フ
ェ
ル
ム
ジ
ー
ク

ほ
う
ふ

 
○ �
ほ
う
ふ
チ
ェ
ン
バ
ー
ソ

ロ
イ
ス
ツ

 

○ �

オ
カ
リ
ナ
夢
笛

 

○ �

ス
ピ
カ

 

○ �

防
府
オ
カ
リ
ナ
愛
好
会

 

○ �

Ｓ
・
Ｋ

 

○ �

ペ
ン
シ
ョ
ン
ズ

 

○ �

チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

ラ
ル
５

 

○ �

合
唱
組
曲
佐
波
川
を
歌
う
会

 

○ �

リ
ン
グ
ハ
ー
ト

 

○ �

防
府
市
民
合
唱
団

 

○ �

ミ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ミ
リ
ア

 

○ �

オ
カ
リ
ナ
風
花
ふ
～
が
♪

 

○ �

風
花
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル

 

○ �

防
府
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

 

○ �

防
府
吹
奏
楽
団

 

○ �

防
府
音
楽
連
盟

 

○ �

サ
ル
ビ
ア
・
コ
ー
ル

 

○ �

防
府
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル

 

○ �

ｌ
ａ 

Ｌ
ｕ
ｃ
ｅ(

ラ 

ル
ー
チ
ェ
）

 

○ �

大
村
能
章
顕
彰
会

 

○ �

五
郎
＆
あ
け
み

 

○ �

Ｈ
Ｃ
Ｂ
カ
ウ
ン
ト
エ
ー
ス

 

○ �

堀
江
鴻
＆
ハ
ワ
イ
ア
ン

ド
リ
ー
ム
ズ

 

○ �

防
府
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

 

○ �

西
ア
フ
リ
カ
、
リ
ズ
ム

　

ア
・
イ
ェ
ー

 

〈
邦
　
楽
〉　

21
団
体

 

○ �

防
府
邦
楽
舞
踊
連
盟

 

○ �

日
本
吟
舞
曽
光
流
曽
光
会

 

○ �

萠
え
ぎ
会

 

○ �

防
長
民
謡
会

 

○ �

上
田
流
尺
八
道
菅
友
会

 

○ �

都
山
流
尺
八
楽
範
山
会

 

○ �

防
府
吟
道
桑
誠
会

 

○ �

吟
詠
岳
奨
会

 

○ �

和
歌
奈
会

 

○ �

長
宗
閑
祥
会

 

○ �

千
鶴
の
会

 

○ �

吉
冬
貴
の
会

 

○ �

冬
花
の
会

 

○ �

吉
祐
矢
の
会

 

○ �

柳
の
会

 

○ �

茜
屋
出
雲
流　

茜
会

 

○ �

浜
子
う
た
保
存
会

 

○ �

茜
屋
出
雲
流　

松
賀
会

 
○ �

都
山
流
尺
八
楽
新
都
山
流
竹
然
会

 
○ �
な
ぎ
さ
之
会

 
○ �
鷲
朋
吟
詠
会

 

〈
洋
　
舞
〉　

19
団
体

 

○ �

健
康
教
室
の
会
 

○ �

華
浦
に
こ
に
こ
健
康
教
室

 

○ �

ホ
ー
ム
ヨ
ー
ガ

 

○ �

フ
ラ
プ
ア
ケ
ニ
ケ
ニ
＆
タ

ヒ
チ
ア
ン 

フ
ェ
テ
ィ
イ

 

○ �

健
康
と
幸
せ
を
考
え
る
会

 

○ �

イ
ク
エ　

フ
ラ　

Ｐ
Ｄ
Ｃ

 

○ �

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
研
究
会

 

○ �

ア
ロ
ハ
・
フ
ラ　

フ
レ
ン
ズ

 

○ �

健
康
ヨ
ー
ガ
倶
楽
部

 

○ �

牟
礼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

同
好
会

 

○ �

防
府
市
老
連
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
絡
協
議
会

 

○ �

子
ど
も
フ
ラ
ダ
ン
ス

 

○ �

防
府
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
キ
ッ
ズ

 

○ �

カ
パ
ー
ク
ー
カ
ウ
イ
オ

ク
ウ
プ
ア
レ
フ
ア

 

○ �

重
藤
亜
季
恵
バ
レ
エ
ス

タ
ジ
オ

 

○ �

谷
淑
江　

ス
ペ
イ
ン
舞

踊
ダ
ン
サ
ル
テ

 

○ �

防
府
市
洋
舞
の
会

 

○ �

テ
ィ
ア
ラ
・
バ
レ
エ

ア
ー
ト

 

○ �

Ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ　

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ

ｅ
ｔ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

 

〈
映
　
画
〉　

１
団
体

 

○ �

防
府
映
像
サ
ー
ク
ル

 

〈
歴
　
史
〉　

３
団
体

 

○ �

防
府
野
村
望
東
尼
会

 

○ �

防
府
歴
史
と
考
古
学
の
会

 

○ �

防
府
史
談
会

 

〈
生
活
文
化
〉　

31
団
体

 

○ �

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
の
会

 

○ �

朗
読
劇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

さ
ざ
な
み
21

 

○ �

日
本
礼
道
小
笠
原
流
煎
茶

 

○ �

華
道
家
元
池
坊

 

○ �

着
物
の
会

 

○ �

オ
レ
ン
ジ

 

○ �

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
山
口
支
部

 

○ �

防
府
茶
道
連
盟

 

○ �

Ｓ
．Ｏ
Ｓ（
さ
ろ
ん
。お
ー
え
す
）

 
○ �

表
流
防
和
会

 
○ �
専
心
池
坊
山
口
県
中
部
支
部

 
○ �
専
心
池
坊
防
府
会

 

○ �
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
会

 

○ �

着
物
リ
メ
イ
ク
教
室　

Ｇ
ｒ
ｕ
ｐ
ｏ　

ｄ
ｅ　

Ｒ
ｏ
ｓ
ａ
ｓ

 

○ �

防
府
手
縫
い
ク
ラ
ブ

 

○ �

萌
の
会

 

○ �

衣
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム

 

○ �（
一
財
）
小
原
流
防
府
支
部

 

○ �

華
城
地
区
伝
統
文
化
い

け
ば
な
教
室

 

○ �

水
月
会
防
府
支
部

 

○ �

楽
し
い
子
ど
も
茶
道
教
室

 

○ �

草
月
流
新
光
会

 

○ �

若
葉
会

 

○ �

専
心
小
笠
原
流
煎
茶　

山
口
中
部
支
部

 

○ �

染
織
を
楽
し
む
会

 

○ �

表
千
家
山
口
県
青
年
部

防
府
地
区

 

○ �

防
府
盆
栽
会

 

○ �

防
府
市
華
道
連
盟

 

○ �

華
道
二
葉
流

 

○ �

わ
か
翠
グ
ル
ー
プ

 

○ �

日
本
舞
踊
き
つ
け
塾

 

〈
民
俗
芸
能
〉　

５
団
体

 

○ �

周
防
ち
は
や
神
楽
保
存
会

 

○ �

古
典
芸
能　

南
京
玉
す

だ
れ
山
口
会

 

○ �

中
関
塩
浜
唄
の
会

 

○ �

国
府
の
節
保
存
会

 

○ �

笑
い
講

 

〈
福
　
祉
〉　

３
団
体

 

○ �

新
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

 

○ �

防
府
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

 

○ �

防
府
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

 

〈
学
　
術
〉　

７
団
体

 

○ �

山
口
県
退
職
公
務
員
連

盟
防
府
支
部

 

○ �

牟
礼
校
区
子
ど
も
会
文
化
部

 

○ �

牟
礼
南
校
区
子
ど
も
会

 

○ �

防
府
市
退
職
校
長
会

 

○ �（
公
財
）
日
本
郵
趣
協
会

防
府
支
部（
山
口
郵
趣
会
）

 

○ �

Ｌ
ｕ
ａ
ｎ
ａ(

る
あ
な
）

 

○ �

防
府
天
満
宮

 

〈
総
　
合
〉　

１
団
体

 
○ �

健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
楽
し
む
会

 

〈
学
校
会
員
〉　

１
校

 

○ �

山
口
県
立
防
府
西
高
校

�
合
計
156
団
体

令
和
七
年
度

　

団
体
会
員

令
和
七
年
度

　

個
人
会
員

令
和
七
年
度

市
民
文
化
活
動

支
援
事
業
部
会
員
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六
月
二
十
七
日
（
土
）�

十
三
時
～

　
�

令
和
八
年
度
第
二
十
八
回
防
府

市
文
化
協
会
総
会
・
表
彰
式

　

�

防
府
市
役
所
本
館
八
階
防
府
市
文
化
セ
ン
タ
ー

七
月
十
八
日
（
土
）

　
第
二
十
回　

防
府
市
民
自
由
律
俳
句
大
会

　

�

防
府
市
役
所
本
館
八
階
防
府
市
文
化
セ
ン
タ
ー

十
月
四
日
（
日
）

　

第
五
十
五
回　

防
府
市
民
短
歌
大
会

　

�

防
府
市
役
所
本
館
八
階
防
府
市
文
化
セ
ン
タ
ー

十
月
十
八
日
（
日
）

　

第
四
十
七
回　

市
民
川
柳
大
会

十
月
十
八
日
（
日
）

　

�

第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭

　

第
三
十
五
回
：
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
三
友
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル（
防
府
市
公
会
堂
）

十
月
二
十
五
日
（
日
）

　
第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭　

市
民
音
楽
祭

　
笑
顔
満
開
通
り
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
三
階
音
楽
ホ
ー
ル

十
一
月
八
日
（
日
）

　
第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭　

邦
楽
の
会

　
三
友
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル（
防
府
市
公
会
堂
）

十
一
月
八
日
（
日
）

�

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

　

�

第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭

　

第
二
十
九
回　

ビ
デ
オ
作
品
上
映
会

　

�

防
府
市
創
業
・
交
流
セ
ン
タ
ー

（
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
Ｈ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
二
階
）

十
一
月
十
四
日（
土
）～
十
五
日（
日
）

　

第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭　

盆
栽
展

　

三
友
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

十
一
月
十
四
日（
土
）～
十
五
日（
日
）

　

第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭　

華
道
展

　
笑
顔
満
開
通
り
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
二
階
展
示
ホ
ー
ル

十
一
月
十
四
日（
土
）～
十
五
日（
日
）

　
第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭　

市
民
茶
席
会

　
笑
顔
満
開
通
り
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
二
階
リ
ハ
ー
サ
ル
室
・
市
民
ス
ペ
ー
ス

十
一
月
十
四
日（
土
）～
十
五
日（
日
）

　

�

第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭

　
「
ま
ち
の
保
健
室
に
よ
る
健
康
相
談
」

　
笑
顔
満
開
通
り
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
二
階
リ
ハ
ー
サ
ル
室
横

十
一
月
十
四
日（
土
）～
十
五
日（
日
）

　
第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭
第
三
回
「
陶
芸
展
」

　
笑
顔
満
開
通
り
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
一
階
市
民
ス
ペ
ー
ス

十
二
月
二
日
（
水
）
～
六
日
（
日
）

　

第
五
十
七
回　

市
民
文
化
祭

　

第
七
十
五
回　

市
美
術
展

　

�

笑
顔
満
開
通
り
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
二
階
展
示
ホ
ー
ル

一
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

一
階
市
民
ス
ペ
ー
ス

　

防
府
市
文
化
協
会
は
、
み
な

さ
ん
の
文
化
・
芸
術
に
関
す
る

発
表
事
業
及
び
研
究
・
顕
彰
・

啓
発
事
業
の
お
手
伝
い
を
す
る

団
体
で
す
。

《
年
会
費
》

　

団
体
会
員
（
第
一
号
会
員
）

　

三
千
円

　

個
人
会
員
（
第
二
号
会
員
）

　

千
五
百
円

《
会
員
の
特
典
》

＊
個
人
会
員

　

①�

年
一
回
の
主
催
事
業
へ
の

無
料
招
待
及
び
割
引
招
待

＊
団
体
会
員

　

①�

加
入
団
体
の
各
種
行
事
に

対
す
る
文
化
協
会
の
共

催
・
後
援

　

②�

ル
ル
サ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
の
施
設
月
一
回
連

続
す
る
５
時
間
ま
で
無
料

利
用

　

③�

会
員
で
あ
れ
ば
ア
ス
ピ

ラ
ー
ト
１
Ｆ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
無
料
で
使
用
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
電
気
代
等
実
費
利

用
分
は
有
料
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
し
込
ま
れ
る
時
に
必
ず

各
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
入
会
方
法
》

　
「
入
会
申
込
書
」
に
会
費
を

添
え
て
文
化
協
会
事
務
局
へ
。

　

な
お
、
団
体
会
員
に
つ
い
て

は
、
会
員
名
簿
（
氏
名
の
み
）

を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

《
期　

限
》

　

年
度
の
４
／
１
～
翌
３
／
31

ま
で
の
一
年
間
（
年
度
ご
と
更
新
）

《
問
合
せ
》

　

防
府
市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
防
府
市
役
所
本
館
五
階
文
化
振
興
課
内
）

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
八
三
五

－

二
六

－

六
八
四
一
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
八
三
五

－

二
三

－

四
三
〇
〇
）

※�
申
込
書
は
、
市
文
化
振
興
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

編　

集

　

委
員
長　
　

山
田　

史
生

　

委　

員　
　

石
川　

雅
子

　
　

〃　
　
　

三
𠮷
や
よ
い

　
　

〃　
　
　

藤
田　
　

年

　
　

〃　
　
　

岡
﨑
久
美
子

発　

行

　
〒
七
四
七

－

八
五
〇
一

　

防
府
市
寿
町
七
番
一
号

　

防
府
市
役
所　

本
館
五
階

　

文
化
振
興
課
内

　

TEL　
〇
八
三
五
（
二
六
）
六
八
四
一

　

FAX　
〇
八
三
五
（
二
三
）
四
三
〇
〇

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ｈ
ｏ
ｆ
ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ｙ
ｏ@

ｔ
ｉ
ａ
ｒ
ａ
．
ｏ
ｃ
ｎ
．
ｎ
ｅ
．
ｊ
ｐ

　

令
和
八
年
六
月

　

皆
様
お
忙
し
い
中
、
寄
稿

の
お
願
い
を
快
よ
く
お
引
き

受
け
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
文
化
団
体
の
お
力
添
え

に
よ
り
、
令
和
八
年
度
を
無

事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

令
和
八
年
度
事
業
計
画

	 令和八年度　防府市文化協会役員� ○＝常任理事

役　員 氏　名 選　出　母　体 ○ 常任理事 理　事 選　出　母　体
顧　問 岡田　利雄 個人 � 　 花柳扇千鶴 千鶴の会
顧　問 岡本早智子 防府野村望東尼会 � 　 谷　　淑江 スペイン舞踊ダンサルテ
会長 山田　史生 防府市美術連盟 � 　 周田　　香 カパークカウイオクウプアレフ

副会長 小林　範山 防府邦楽舞踊連盟 � ○ 原　　翠旭 防府市華道連盟
副会長 藤田　　年 防府盆栽連合会 三𠮷やよい 防府茶道連盟

監　事 清澄　邦夫 防府映像サークル ○ 青木　明夫 防府民俗芸能連盟
監事 佐藤　正勝 勝間ギターアンサンブル 交替○ 桑木　正道 日本郵趣協会防府支部

○ 常任理事 理　事 選　出　母　体 ○ 桑原　一朗 個人
○ 中村　正規 防府市民短歌会 藤井　和敏 小学校長会
○ 山田　梓江 防府市美術連盟 ○ 徳永　竜治 中学校長会

河村　澄心 大濤書道会 ○ 深田　慎治 支援事業部　
堀江　新子 藍と愛の会 鈴木　宏明 防府天満宮

○ 石川　　功 防府音楽連盟 � 　 太田　裕生 防府青年会議所
河野　隆文 防府市民合唱団 ○ 森江　崇文 文化スポーツ観光交流部文化振興課長

○ 若柳吉冬貴 吉冬貴の会 � 　 河村紀代美 (公財）防府市文化振興財団地域交流センター館長
永田　菅堂 上田流尺八菅友会 事務局　岡﨑久美子

文
化
協
会
会
員
募
集

編

集

後

記
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一　

第
一
弾

　

７
．
５
ｈ
ｚ
カ
マ
ト
ト
展
に
二
〇
二
六
実
行
委
員
会
に
よ
る

　
「
カ
マ
ト
ト
展
二
〇
二
六
」

　

�

展
示
期
間
：
二
〇
二
六
年
八
月
一
日
（
土
）
～
八
月
十
六
日
（
日
）

十
時
～
十
六
時　

火
曜
日
休
館　

但
し
、
八
月
十
一
日
（
火
祝
）
は

開
館
し
、
十
二
日
（
水
）
休
館

　

�

お
さ
か
な
の
絵
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
か
ま
ぼ
こ

板
に
描
い
た
も
の
を
小
中
学
生
対
象
に
公
募
。

　

�

公
募
期
間
：
令
和
八
年
三
月
一
日
～
七
月
一
日
。

　

出
品
料
：
無
料

　

�

応
募
方
法
：
左
記
メ
ー
ル
に
て
エ
ン
ト
リ
ー
。
氏
名
・

年
齢
・
学
校
名
・
連
絡
先
・
作
品
タ
イ
ト
ル
を
明
記
。

　

�

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
方
に
は
、
か
ま
ぼ
こ
板
を
在
学

の
小
中
学
校
に
支
給
し
ま
す
。

　

�

応
募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：nanahanhz7

5
@
gm
ail.com

 

完
成
作
品
は
、
学
校
ま
で
取
り
に
参
り
ま
す
。

　

�

各
賞
：
小
中
学
校
の
部
各
共
に
、
金
賞
・
銀
賞
・
銅

賞
各
一
点
、
審
査
員
特
別
賞
若
干
（
各
賞
状
・
副
賞
）

　

※�

夏
休
み
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
開
催
。

　
　

開
催
日
：
二
〇
二
六
年
八
月
九
日（
日
）～
十
日（
月
）

　

※
と
と
は
、
幼
児
語
等
で
さ
か
な
を
意
味
す
る
。

二　

第
二
弾

　
「
二
〇
二
六
年　

天
使
の
旅
：
中
村
徳のり
男
の
世
界
展
」

　
�

九
月
二
十
三
日
（
水
祝
）
～
十
月
四
日
（
日
）
ま
で

　

九
月
二
十
四
日
（
木
）、
九
月
二
十
九
日
（
火
）
休
館

　
�

防
府
市
出
身
で
資
生
堂
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
経
て
、
現

在
は
大
学
・
大
学
院
に
て
教
鞭
を
執
る
。

　

�

ご
自
身
の
絵
画
の
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て
、

自
分
の
生
き
様
を
通
し
て
、
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
講
話
し
ま
す
。

　

●
九
月
二
十
六
日
（
土
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

会
場
：
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
一
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
〈
第
一
部
〉
十
時
～
十
一
時
三
十
分　

作
品
鑑
賞
の
解
説
等

　
〈
第
二
部
〉
十
四
時
～
十
五
時
三
十
分　

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

　
　

テ
ー
マ
：「
夢
か
け
て
描
く
～
中
村
徳
男
の
世
界
」

三　

第
三
弾

　
「
画
業
二
十
六
年　

檜
垣
良
之
風
景
木
版
画
展
」

　

十
月
八
日
（
木
）
～
十
月
十
八
日
（
日
）
十
三
日
休
館

　

先
着
順
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
等
進
呈

　

�

会
期
時
間
：
十
時
～
十
六
時　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
蛙
の

三
色
刷
）
作
家
滞
在
中
の
み
：
十
月
十
日
（
土
）
～
十
二

日
（
月
・
祝
）
十
月
十
七
日
（
土
）
～
十
八
日
（
日
）　

材
料
費
五
〇
〇
円

　

�

防
府
市
在
住
の
木
版
画
作
家
。
防
府
市
内
の
歴
史
あ

る
建
物
、
例
え
ば
防
府
天
満
宮
や
毛
利
邸
・
阿
弥
陀

寺
国
分
寺
ほ
か
防
府
の
町
並
み
や
景
色
等
を
版
画
で

表
現
し
て
い
る
。

　

令
和
八
年
度
は
、
防
府
市
文
化
協
会
は
、
お
陰
様

で
創
立
二
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
開
催
さ
れ

五
十
七
回
を
迎
え
る
防
府
市
民
文
化
祭
に
お
い
て
も
、

文
芸
大
会
や
美
術
展
・
邦
楽
の
会
・
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
市
民
音
楽
祭
・
華
展
・
お
茶
席
・
盆
栽
・
映
像

等
の
発
表
展
示
を
開
催
。
本
年
度
は
活
動
発
表
に
何
か

プ
ラ
ス
し
た
内
容
を
実
施
し
よ
う
と
、
華
展
開
催
中
に

「
音
楽
演
奏
」や
洋
舞
フ
ェ
ス
で
は「
各
出
演
団
体
で
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
ジ
ブ
リ
曲
で
ダ
ン
ス
を
披
露
」。
邦
楽
の
会
で

は
、「
日
本
舞
踊
と
筝
・
尺
八
と
の
共
演
」
等
、
各
実
行

委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
お
り
楽
し
み
な
限
り
で
す
。
ま

た
、
四
年
を
迎
え
た
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
活
動
も
順
調

に
活
動
の
幅
を
広
げ
、
防
府
市
制
施
行
九
十
周
年
記
念

と
し
て
、
特
別
展
等
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
会
員
の
皆
様
の
文
化
芸
術
に
対
す
る

熱
意
と
お
力
添
え
に
よ
っ
て
、
当
協
会
は
、
一
層
心
強

く
前
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
戴
し
、
そ
の
業
務
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
九
年
間
、
前
へ
と
牽
引
く
だ
さ
い
ま
し
た
岡

本
会
長
か
ら
山
田
会
長
へ
と
交
代
し
、
今
ま
で
培
わ
れ

た
文
化
芸
術
活
動
を
、
さ
ら
に
広
げ
高
め
ら
れ
る
よ
う

会
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
な
が
ら
、
今
後
ま
す

ま
す
当
協
会
が
前
進
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
に
ア
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
茜
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
を
開
催
し
、
野
島
の
猫
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
募

集
い
た
し
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
か
ら
二
七
三
点
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
入

選
五
十
七
作
品
を
野
島
小
中
学
校
に
寄
贈
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
二
回
目
と
な
る
ア
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
茜
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
二
六

で
は
、
防
府
市
文
化
協
会
と
共
催
し

二
〇
二
点
の
応
募
作
品
が
あ
り
、
入

賞
入
選
五
十
七
作
品
を
一
月
に
防
府

市
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
開

催
後
に
は
防
府
市
内
の
企
業
や
カ

フ
ェ
、
美
容
院
な
ど
五
十
箇
所
に
寄

贈
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
な
か
で
も
柏
村
文
路
さ
ん
の
作

品
が
野
島
海
運
様
に
寄
贈
さ
れ
レ
イ

ン
ボ
ー
茜
の
船
内
に
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
乗
船
券
の

デ
ザ
イ
ン
に
同
作
品
が
掲
載
さ
れ
、

三
田
尻
港
に
て
贈
呈
式
を
開
催
い
た

だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
金
猫
賞
と
銅
猫
賞
が
掲
載

さ
れ
た
防
府
市
制
施
行
九
十
周
年
記

念
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
な
ど
二
年
後

の
ア
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
茜
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
二
〇
二
八
に
向
け
大
き
な
布

石
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
文
化
芸
術
の
振
興
と
育
成

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
い
き
い
き
と
し

た
野
島
の
未
来
を
創
造
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

�

防
府
市
文
化
協
会　

事
務
局
長　

岡
﨑
　
久
美
子

「
文
化
の
薫
る
ま
ち
を
共
に
め
ざ
し
て
」

�

ナ
ナ
ハ
ン
ヘ
ル
ツ　

永
田
　
好
人

「
野
島
乗
船
券
の
贈
呈
式
」

防
府
市
制
施
行
九
十
周
年
記
念
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
企
画
展
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